
　
「
近
寄
っ
て
傷
に
油
と
ぶ
ど
う
酒

を
注
ぎ
、
包
帯
を
し
て
、
自
分
の

ろ
ば
に
乗
せ
、宿
屋
に
連
れ
て
行
っ

て
介
抱
し
た
。」

（
ル
カ
10
：
34
）

　

２
０
２
０
年
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
決
ま
っ
た
時
、
日
本
を

紹
介
す
る
た
め
に
掲
げ
た
言
葉
は
、

「
お
も
て
な
し
」
で
し
た
。

　

こ
の
言
葉
を
耳
に
し
た
時
、
前

述
の
聖
書
が
浮
か
び
ま
し
た
。
一

体
、
お
も
て
な
し
と
は
何
か
？
辞

書
（
大
日
本
国
語
辞
典
）
を
開
き
ま

し
た
。
次
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
意
図
的
に
あ
る
態
度
を
と
る

こ
と
。

②
見
せ
か
け
の
態
度
を
と
る
。

③
な
ん
と
か
処
置
す
る
。

④
相
手
を
取
り
扱
う
待
遇
を
す

る
。

⑤
大
切
に
す
る
。

⑥
手
厚
く
歓
待
す
る
。

⑦
取
り
上
げ
て
問
題
に
す
る
。

お
も
て
な
し
の
目
的
は
、
No.
１ 

友

情
の
再
確
認
（
会
え
て
良
か
っ

た
!
）。
No.
２ 

期
待
感
の
強
化
（
も

う
一
度
、
会
い
た
い
！
）
で
し
た
。

『
解
放
せ
よ
！
』

　

こ
れ
は
現
代
の
教
会
へ
の
皮
肉

で
す
。
教
会
は
、「
宿
屋
」
で
す
。

傷
つ
い
た
旅
人
を
運
び
込
む
の
は
、

牧
師
で
あ
っ
た
り
、
信
者
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
。宿
屋
の
主
人
は
、「
キ

リ
ス
ト
」
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、

い
つ
で
も
傷
つ
い
た
人
を
快
く
受

け
入
れ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
は
宿
屋
の
ド
ア

は
締
め
切
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。
連

れ
て
行
っ
て
も
入
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
教
会
だ
け
で
な
く
世
話

人
の
住
む
牧
師
館
も
閉
め
切
ら
れ

て
い
ま
す
。
閉
じ
ら
れ
た
教
会
の

理
由
を
尋
ね
る
と
、
色
ん
な
答
え

が
返
っ
て
来
ま
す
（
詳
細
は
ご
想

像
の
ま
ま
に
）。

　
「
旅
人
を
も
て
な
す
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

（
ヘ
ブ
ラ
イ
13
：
２
）

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、「
神
様
の
お

も
て
な
し
」
を
自
分
の
も
の
に
し

よ
う
と
し
ま
す
（
私
物
化
）。
他
の

人
に
奪
わ
れ
た
く
な
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト

の
お
も
て
な
し
は
、
一
方
的
な
愛

で
す
。
無
条
件
で
す
。
あ
な
た
が

有
名
だ
か
ら
！
あ
な
た
が
高
徳
だ

か
ら
！
あ
な
た
が
親
切
だ
か
ら
！

と
言
っ
た
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
無
償
の
慈
愛
と
呼
び
ま
す
。

本
来
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
こ
の

真
実
に
忠
実
に
従
う
と
約
束
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
真
反

対
で
す
。
可
能
な
限
り
、
人
を
キ

リ
ス
ト
か
ら
遠
の
け
よ
う
と
し
ま

す
。
教
会
を
盛
大
な
も
の
に
し
よ

う
と
、
ど
ん
な
に
立
派
な
絵
図
面

を
作
っ
て
も
、
立
案
企
画
し
て
も
、

キ
リ
ス
ト
不
在
の
所
に
祝
福
は
、

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
世
話
人
を

は
じ
め
、
教
会
全
体
が
心
を
一
つ

に
し
て
、
そ
の
門
戸
を
開
く
課
題

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
師
で
あ
る
わ
た
し
が
あ
な
た
が

た
の
足
を
洗
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ

な
た
が
た
も
互
い
に
足
を
洗
い
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
ヨ
ハ
ネ
13
：
14
）

『
呼
び
戻
せ
』

　

一
番
、
大
事
な
こ
と
は
、
教
会

に
キ
リ
ス
ト
を
迎
え
入
れ
て
い
る

事
で
す
。
あ
な
た
の
教
会
に
は
キ

リ
ス
ト
が
い
ま
す
か
？

　

だ
か
ら
、
一
番
、
大
切
な
の
は

キ
リ
ス
ト
が
い
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
キ
リ
ス
ト
を
教
会
に
呼
び

戻
せ
！
と
、
お
も
て
な
し
の
道
義

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
本
物
の
お

も
て
な
し
は
、
キ
リ
ス
ト
と
の
出

会
い
に
導
く
事
に
な
り
ま
す
。
聖

餐
式
を
通
し
、
皆
さ
ん
は
い
つ
も

キ
リ
ス
ト
の
命
を
自
分
の
う
ち
に

迎
え
入
れ
、
い
つ
で
も
キ
リ
ス
ト

と
一
緒
に
い
る
喜
び
を
渇
望
し
ま

す
。
そ
れ
は
正
し
い
事
で
す
。

　

で
も
、
自
分
は
キ
リ
ス
ト
を
歓

迎
し
て
も
、他
の
人
は
そ
う
で
あ
っ

て
欲
し
く
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り

で
す
。
教
会
に
キ
リ
ス
ト
が
い
な

け
れ
ば
、有
害
無
益
な
建
物
が
立
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。

　
「
見
よ
、
わ
た
し
は
戸
口
に
立
っ

て
、
た
た
い
て
い
る
。
だ
れ
か
わ

た
し
の
声
を
聞
い
て
戸
を
開
け
る

者
が
あ
れ
ば
、わ
た
し
は
中
に
入
っ

て
そ
の
者
と
共
に
食
事
を
し
、
彼

も
ま
た
、
わ
た
し
と
共
に
食
事
を

す
る
。」（

ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
３
：
20
）

（
神
戸
教
区
退
職
司
祭
）
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2018年
６月 号

５
月
６
日
（
日
）

　

ミ
カ
エ
ル　

阪　

村　
　
　

絋

　

グ
レ
ー
ス　

阪　

村　

光　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

３
月
３
日
（
土
）

　

マ　

リ　

ア　

野　

村　

三　

四

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

４
月
９
日
（
月
）

　

ル　
　
　

ツ　

井　

田　

た　

つ

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

４
月
22
日
（
日
）　

　

ヨ
シ
ュ
ア　

八　

代　
　
　

武

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

４
月
７
日
（
土
）

　

パ　

ウ　

ロ　

山　

口　
　
　

航

　

エ
リ
ザ
ベ
ス　

曽　

山　

侑
利
香

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

日
時
：
７
月
25
日（
水
）〜
26
日（
木
）

場
所
：
大
津
島
海
の
郷

定
員
：
50
名
（
就
学
前
児
童
は
保
護

　
　
　

者
の
参
加
が
必
要
で
す
）

１
月
26
日
（
金
）

　

プ
リ
ス
カ　

貫　
　
　

和　

子

広
島
復
活
教
会

４
月
１
日
（
日
）

　

ア　

ン　

ナ　

岩　

井　

五　

子

広
島
復
活
教
会

４
月
１
日
（
日
）

　

ペ　

テ　

ロ　

前　

田　

建　

彦

　

パ　

ウ　

ロ　

山　

本　
　
　

新

　

セ
シ
リ
ア　

政　

光　

里　

香

　

パ　

ウ　

ロ　

政　

光　

廉
太
郎

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

４
月
１
日
（
日
）

　

ア　

ン　

ナ　

岩　

井　

五　

子

広
島
復
活
教
会

４
月
１
日
（
日
）

　

ペ　

テ　

ロ　

前　

田　

建　

彦

　

パ　

ウ　

ロ　

山　

本　
　
　

新

　

セ
シ
リ
ア　

政　

光　

里　

香

　

パ　

ウ　

ロ　

政　

光　

廉
太
郎

　

マ
リ
ー
モ
ー
ド
ゥ
リ
ン　

　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

愛　

満

　

パ　

ウ　

ロ　

林　
　
　

献
太
朗

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

ご　
　

逝　
　

去

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

司
祭　

ク
レ
メ
ン
ト　

信
岡
　
章
人

お
も
て
な
し

お
も
て
な
し

祝　
　

洗　
　

礼

締
切
：
６
月
24
日
（
日
）

お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
　
　
　

広
島
復
活
教
会
ま
で
。

℡ 

０
８
２
―
２
２
７
―
１
５
５
３

　

昨
年
３
月
に
再
建
さ
れ
た
広
瀬
基

督
教
会
の
礼
拝
堂
の
建
築
献
金
を
教

区
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
か
ら
献
金
を
お
送

り
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
期
限
の
12
月
末
ま
で
に
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
結
果
は
以
下
の
如
く
で

す
。

目
標
：
４
２
３
万
円

結
果
：
１
７
７
万
４
、１
６
２
円

　

残
念
な
が
ら
目
標
に
届
か
ず
、
資

金
が
不
足
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で

常
置
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
募

金
期
間
を
６
か
月
延
長
し
、
再
度
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

日本聖公会神戸教区
広瀬基督教会建築献金
振替口座（ゆうちょ銀行）

口座名：日本聖公会神戸教区
０１１００－９－１７５６８

通信欄に『広瀬基督教会建築献金のため』
と明記ください。

（２０１８年６月末まで）

広
瀬
基
督
教
会

建
築
献
金「
継
続
」の
お
願
い

広
島
伝
道
区 

日
曜
学
校

    

合
同
キ
ャ
ン
プ
の
ご
案
内

１日
３日
５日
６日
11日
12日
14日
15日
15日
19日
20日
21日
27日
28日

司　祭
伝道師
司 祭
宣教師
伝道師
修 女
司 祭
宣教師
司 祭
司　祭
司 祭
宣教師
宣教師
主 教

コールマン
小 川　淳 一
セイバリー
ウォーカー
横 田　キ ヨ
岡 上　千 代
中 村　　弘
ジュリアス
リチャーズ
末 永　　恵
広 瀬　健 介
ケ ー ス
ガ ル ゲ ー
小 池　俊 男

ロバート

レジナルド
フレデリック

マリア
ユニケ
パウロ

オクタビア
ウイリアム
マッテヤ

ドロシー
ルイーズ
マルコ

日時　2018年７月５日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　司祭　芳我　秀一

＊７月の記念逝去教役者

7月の教区関係教役者 逝去記念聖餐式

祝　
　

聖　
　

婚

山
陰
伝
道
区

開講期間　２０１８年７月～２０１９年６月まで
新約聖書『イエス様のご生涯』
　　　　《講師》 司祭 杉野達也
（期間中の奇数月に資料をお届けします。）
教会史『教会しくじり先生』
　　　　《講師》 司祭 浪花朋久
（期間中の偶数月に資料をお届けします。）

受 講 料
教材を郵送する場合

・・・￥3,000（1科目）
教材をメール（PDFファイル）で送る場合

・・・￥2,000（1科目）

申込〆切　２０１８年６月２０日（水）
※お申込み等の詳細は各教会に配布されます案内を
　ご覧ください。よろしくお願い致します。

※お申込み等の詳細は各教会に配布されます案内を
　ご覧ください。よろしくお願い致します。

神戸教区神学塾
通信講座のお知らせ

タイトル　「み言葉を取り次ぐために」
日　　時　2018年７月16日（月・祝）

10：00～１６：００
会　　場　岡山聖オーガスチン教会

（岡山市北区弓之町9-37）
内　　容
１）奨励（勧話）について
２）礼拝（教会暦や聖書日課）との
関わりの中で学ぶ

講　　師　司祭　黒田　裕
（ウイリアムス神学館館長・京都教区）

参 加 費　1,000円（交通費は自己負担）
申込〆切　2018年７月２日（月）

神戸教区神学塾
「勧話・奨励講座」のお知らせ




